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)〔課程博士〕
　　　　論 　文 　目 　録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学
	報告番号
	
第　　　号
＊この欄は記載しないこと。
	氏  名
	
立命　太郎
＊申請者氏名を記載すること。

	［例］
主　論　文
題　名　　　学位審議委員会の審議方法の新提案
冊数 ４
副　論　文
題　名　　　大学院教育システムの改善に関する一考察
　　　　　　　立命太郎、立命花子　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊数 ４
　　　　　　（日本機械学会論文集、巻、号、発行年月、pp.最初のページ - 最後のページ）　　
副　論　文
題　名　　　Reform of Education System in Graduate School  
　　　　　　　Taro  Ritsumei and  Hanako Ritsumei　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊数 ４
　　　　　　（著書名、出版社、出版年月、pp.最初のページ - 最後のページ）

参 考 論 文
題　名　　　大学院の研究
　　　　　　　立命太郎、立命花子
冊数 １
　　　　　　（日本機械学会論文集、巻、号、発行年月、pp.最初のページ - 最後のページ）
＊「主論文」については、今回提出する学位申請論文を記載すること。（冊数は申請時の提出部数）
＊「副論文」については、主論文の内容となった、公表された論文もしくは掲載決定済の論文を記載すること。（冊数は申請時の提出部数、主論文と同数とする）。
＊「参考論文」については、主論文の内容には含まれていないが、学位審査のための申請者の研究背景を示すための論文を記載すること。（冊数は「１」と記載）。
＊複数の副論文・参考論文がある場合は、発行年月順に記載すること。
＊副論文・参考論文は、著者名（連名者が有る場合はすべて記載すること）、著書名等上記の書式に従って（　）内に記載すること。また、未公表のものについては、発行予定時期を記載すること。
＊学会誌名は省略形ではなく、正式名称を記載すること。


（注）既に印刷もしくはインターネット等で公表したものについては、その方法および年月（最初に学会で発表した年月、あるいは公表（Published）年月）を、未公表のものについては、予定の公表方法およびその年月を（　　）内に記入すること。
